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＜調査報告＞ 
 
ネパール社会における「Sewa・コミュニティ」に関する一考察 
―デイケアセンターを利用する高齢者への質問紙調査から― 
 
 
中 村 律 子 
 
【抄録】 本稿は、開発途上国において経済や社会のグローバル化、市場化、自由化と同時並行で
進む高齢化のなかで変わりつつある高齢者ケアの様態とその意味について論じるものである。ネ
パール社会では、伝統的な高齢者ケア規範が社会全体で維持されながらも、生活様式、教育などと
ともに家族やコミュニティなど従来のケア（Sewa）
（注1）の場がおおきく変容し、新たな高齢者ケア
の仕組みが出現している。その一つであるデイケアセンターに着目し、そこを利用する高齢者の日
常生活とデイケアセンター利用実態との関わりを中心に考察した。都市と農村 2 カ所のデイケア
センターの利用者（37名）の質問紙調査結果から、家族、地域における高齢者ケア機能の衰退が
すすみ、その機能を代替するデイケアセンターのような場の必要性が増していることが明らかと
なった。また、それは単に代替的なものとしてではなく、ネパール社会がこれまで経験したことの
ない高齢化社会における高齢者ケアの新たなSewaの場の創造の端緒でもあることが示唆された。 
【キーワード】 ネパール社会、高齢者ケア、Sewa、デイケアセンター 
 
はじめに 
 
 本調査研究の目的は、ネパール社会において、これまで家族や地域が中心となって担ってきた高
齢者のケア（Sewa）の場の変容とその意味について、デイケアセンターを利用している高齢者の
日常生活、地域との関わりおよびデイケアセンター利用実態との関連から考察することである。 
 近代化が進むネパール社会では、社会のグローバル化のなかで、核家族化の進行、地域関係の変
容がみられ、高齢者の日中を過ごす場も、これまでは家族・家庭、地域が中心であったものが、デ
イケアセンターなどを利用して過ごすといった状況もみられるようになった。たとえば、つい10
年前までは、チョーク（広場）や、バハー（寺院の裏にある広場）、バヒ（休憩所にもなる寺院）
で、同年代の仲間たちと世間話などをしながら日中を過ごしてきた高齢者が、おおむね午前11時
ごろから午後 3 時ごろまでデイケアセンターへ通い、お祈り、ヨガ、軽食、宗教講話、高齢者同
現代福祉研究 第13号（2013. 3） 
 
- 48 -
士あるいはボランティアやスタッフとの会話を楽しむようになってきている。 
 また、社会的な動きとして、ネパール前首相が農村地域に老人ホームやデイケアセンターの建設
推進を強調したり、高齢期の人生の楽しみや知的好奇心を向上、宗教的な生活の活性化、病気の予
防などの観点から社会奉仕団体や組織がデイケアセンターを開設しているとの新聞報道も増えてき
ている
（注2）。 
 デイケアセンターの多くは、ボランティアグループ、地域の相互扶助団体・組織、宗教関係者な
どの非営利組織や団体によって設立・運営されており、規模も小規模で、大半が寄付や支援によっ
て運営されている。それらのデイケアセンターでは高齢者の多くはそこを無料で利用している。た
だしセンターによっては、終身会員制として最初に会費（500ルピー、それ以上も可）を支払う場
合、年会費（50ルピー、それ以上も可）を支払う場合、経済的に余裕がなく会費が払えないもし
くは一人暮らし高齢者の場合は会費も年会費も支払わなくて良いという場合もあり、多種多様であ
る。最近では、一日800ルピーという高額の利用料を支払い週 3 日利用できる「有料のデイケアセ
ンター」も運営を開始している。 
 ネパール政府は、「高齢者国家計画書」（2003年）や「高齢者法」（2006年）において、老人ホー
ムとともにデイケアセンターの増設をうたっている。しかしながら、デイケアセンターの設置数や
運営の実態については行政も把握しておらず統計的データもなく、研究も進んでいないなかで、
個々のデイケアセンターでは、利用者同士の世間話、宗教講話（仏教の説話やヒンドゥー教の物語
り）やお祈りなどによるスピリチャルな時間の共有、無料診療、福祉や医療、社会的な情報交換な
どがなされているといった「現実」が先行している。このような「現実」は、まさに、これまでの
家族・家庭、地域が担ってきた「Sewa」を大きく変容させているともいえる。こうした「現実」
や「状況」は、今後どのように展開されるのであろうか。 
 こうした認識のもと、本調査研究では、都市部と都市近郊の農村地域にある 2 カ所のデイケア
センターにおいてその利用の実態とともに、利用者である高齢者の日常生活、地域との関わりにつ
いて質問紙調査を実施し、高齢者のSewaの場の変容とその意味について検討した。この調査研究
を通じて、ネパール社会における「Sewa・コミュニティ」の特質を具体的に示すこととする。 
 
１，調査の概要 
 
（１）調査の対象 
 本調査で対象としたのは、首都カトマンドゥ市11地区にJ会という非営利組織が1997年に設立し、
ネパール政府より最初に登録認定されたAデイケアセンターおよび首都カトマンドゥ市に隣接する
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パタン市から乗り合いバスで30分ほどの農村に建立された仏教寺院に2010年に併設されているBデ
イケアセンターである。 
 質問紙調査回答者は、調査期間中にセンターを利用したAデイケアセンター14名、Bデイケアセ
ンター23名の総数37名である
（注3）。なお、本研究は、法政大学院人間社会研究科研究倫理審査承認
のもとで、 2 カ所のデイケアセンターの責任者及び質問紙調査対象の高齢者の承諾を得ている。 
 
（２）調査方法、調査期間 
 調査は以下の方法で行った。2012年 3 月訪問時に、 2 カ所のデイケアセンター責任者へ質問紙
調査研究の目的ならびに調査時期（2012年 8 月下旬～ 9 月上旬実施予定）を打診し協力の内諾を
得た
（注4）。その後、責任者より、高齢者の大半が文字の読み書きができないとの情報を得た
（注5）。
そのため、質問紙調査実施にあたっては、個々の高齢者に対して質問紙調査への協力の可否を確認
したうえで、個別に、質問紙調査票の質問および選択肢を読み上げ、回答された選択肢を聞き取り、
調査票に記入するという方法をとった
（注6）。 
 調査時期は、2012年 8 月28日～ 9 月 3 日である。 
 
（３）主な調査内容 
 主な調査項目は、1 ）基本属性（性別、年齢、配偶者の有無、家族形態、家計・経済状態、宗教、
健康状態、居住歴、職歴（最も長く従事した仕事）、高齢者手当の有無など）、2 ）日中の過ごし方
（自由に使える時間、家庭内の役割、その満足度）、3 ）コミュニティで参加している団体・集まり、
不参加の場合はその理由、4 ）デイケアセンターの利用実態（利用の経緯、利用目的、利用して良
かったこと、不満なことなど）、5 ）これまでの世話の経験の有無と内容、地域での世話のエピ
ソード、6 ）これまでの人生、今後の人生の生き方（どのような人生を生きたいか、身体的・精神
的な介護が必要になったらどうするか）、7 ）自由記述（回答）、などである。 
 
２，２カ所のデイケアセンターについて 
 
 本調査対象の 2 カ所のデイケアセンターの概要は以下である。 
 
（１）Aデイケアセンター（写真 1 ，写真 2 ） 
 このデイケアセンターの設立母体である J 会は、児童への奨学金支援、子育てをしている女性や
一人暮らし高齢者を対象に家庭訪問活動を目的として、20年前に創設された非営利組織である。
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そのうちの女性グループが組織してデイケアセンターを設立して15年になる。設立当初は、利用
者も 7 、 8 名程度で、どのような所なのか疑問に思われたこともあり、デイケアセンターの意義
を紹介したり勧誘するため、知人の家々を訪問したり、近隣の高齢者をタクシーで連れてきたとい
うエピソードもあるほどだ。現在では、活動内容も周知され高い評価を得ているため、登録してい
る高齢者は150名、定期的に通っている高齢者は、日に50～60名とのことである。 
 デイケアセンターは、カトマンドゥ市11地区に住む支援者の寄付によって建てられた 5 階建て
のビルディングを無償貸与してもらい、3 階のホール、4 階のキッチン付きホールをデイケアセン
ターとして使用している。デイケアセンターの開所時間は、午前11時～午後 3 時頃まで。午前11
時頃から利用者が訪れ、12時より、ヨガ、宗教の歌をうたう、宗教講話などが 3 階のホールで行
われている。それらが終わる午後 2 時頃から 4 階に移動し、紅茶やおやつ、軽食（ミルクティー、
チュラ、豆や野菜カレーなど）をとりながら談笑したり休憩などして過ごす。終了時間になると
三々五々帰宅していく。日々のプログラムのほかに、定期的な行事として、年 1 回の巡礼（約10
日間）やバスをチャーターしての遠足も用意されている。また、近隣の連携病院から、病気と食事
に関する講義を受けたり、月 1 回の血圧測定、糖尿病チェックなど無料の健康診断が受けられる
ようになっている。 
 現在、支援者は246名である。60歳以上は無料、60歳以下は500ルピーで終身会員となる。ス
タッフは料理係 1 名と、掃除係 1 人で、この 2 人には給料が支払われている。料理係は住込、掃
除係は通ってくる。ヨガや宗教講話の講師などはボランティアで行われている。 
 運営費は、J 会からの支援金の20万ルピーを銀行に預金し得ている利子と利用している高齢者の
家族からの支援、支援者の終身会費（500ルピー／人）、などさまざまな団体からの寄付やボラン
ティアからの支援である。2 年前までは、政府より年間 4 万ルピーの補助金があった。補助金を受
けているときは、政府による監査も行われていたが、現在は、その補助金はストップしているとい
う。8 年前に、ネパールで最初に開設されたデイケアセンターとして政府から表彰されている。 
 通ってくる高齢者の多くはカトマンズ11地区住民の高齢者である。最年少は50歳、最年長は104
歳である。利用料は無料であるが、巡礼参加費は自己負担となっている。自己負担できない場合は、 
J 会が負担している。巡礼には、支援者から寄付された同じサリーとショール（男性は、帽子な
ど）を身にまとい出かけるということである。 
 デイケアセンターは日曜から金曜までの週 6 日（ネパールでは土曜日が休日）開所されている。 
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写真１ A デイケアセンター（中央のビルディングの３階、４階） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真２ 宗教講話を待つ高齢者たち 
 
（２）Bデイケアセンター（写真 3 ，写真 4 ） 
 パタン市Lagankhelのバスセンターから乗り合いバスで約30分に位置する S 村の仏教寺院に併設
されているデイケアセンターである。設立は2010年 3 月。責任者で僧侶のG氏は、1997年、この地
に寺院を建てた。寺院の建設計画の段階から、何か高齢者のためになる活動をしたいとの思いを
持っていた。なぜなら、この村はネワール族が多く住むため、77歳の「歳祝いの儀礼」（ジャン
ク）が終わると高齢者は様々な役割から離れて家の中でじっとしていることが多くなり、礼拝者の
なかの高齢者にもその傾向を見ていたとのことである。しかし、寺院建立後も具体的な活動内容や
資金など開設計画の目途が立たず、しばらく宗教活動を中心に行っていた。数年後、寺院の空き地
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に植林するなど氏らの寺院建立を支援していたパタン市内にあるYロータリークラブのS氏の妻か
ら、結婚25周年の宴会資金を寄付するので、高齢者のための活動を展開してほしいとの要請を受
けた。Yロータリークラブとの話し合いの結果、S夫妻からの寄付金25万ルピーの銀行預金利子を
運営資金として使用し、寺院の 2 階をデイケアセンターとして地域の高齢者に開放するというこ
とで、開設に至ったとのことである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真３ B デイケアセンターが併設されている仏教寺院正面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真４ 宗教の祈りの歌をうたう高齢者たち 
 
 運営組織体制は、僧侶夫妻、礼拝者の代表、Yロータリークラブの女性グループ（通称：Annsグ
ループ）である。専任スタッフはおらず、僧侶夫妻と住み込みの男性は宗教的活動の一環として、
Annsグループはボランティアとして、世話（sewa）を行っている。 
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 また、現在の運営資金は、寄付金を銀行預金した利子、200人の礼拝者
（注7）の寄付、各会員の500
ルピー（500ルピー以上を支払う場合もある）の会費である。また、礼拝者以外の支援者も多く、
ネパール大手の銀行は衣類、また別の支援者からはカーペット、座布団や鍋、ミルク業者からは毎
日ミルクが寄付されている。また、礼拝者の両親の死亡、家族の記念日、誕生祝いには食事やおや
つが提供されたり、利用者同士が交代でビスケットなどを振る舞うこともある。 
 利用する高齢者総数は83名であるが、ほぼ毎日利用している高齢者は25～32名とのことである。
60歳以上の高齢者が利用でき、特に77歳以上のアジュ（男）、アジィ（女）は無料である。ネワー
ル社会では、「第一回目（77歳、 7 ヶ月、 7 日）の「歳祝いの儀礼」（ジャンク）を終えた人を神
様としてアジュ、アジィと呼ぶ慣習があるため」
（注8）、77歳以上の高齢者は無料である。中には会
費を納めている高齢者もいるとのことである。 
 デイケアセンターは日曜から金曜までの週 6 日開設されており、利用時間は午前11時頃～午後 3 
時頃である。午前10時頃に朝食をすませ、ゆっくりと徒歩で 1 時間ほどかけて通ってくる高齢者
が多い。休日である土曜日以外の休みは、雨季（ 7 月、 8 月の田植えの時期）と真冬の時期とし
ている。主なプログラムは、お経を誦む、宗教の歌をうたう、他の僧侶の講話を聞く、訪問者の講
演と談話で、午後 2 時半頃からおやつとお茶を楽しみ、午後 3 時頃からゆっくり歩いて家路につく。 
 
３，調査結果の概要 
 
 Aデイケアセンター、Bデイケアセンターの 2 カ所の高齢者への質問紙調査から、高齢者の日常
生活、地域との関わり、デイケアセンター利用実態について、以下のような特徴が明らかとなった。
ただし、以下の特徴は、定期的に利用している高齢者全体を反映しているわけではない（回答者は、
Aは 2 割、Bは 7 割）。そのため、調査結果の分析内容は、ネパール社会で動き始めたデイケアセン
ター利用者の現在におけるおおまかな傾向であることを断っておきたい。 
 
（１）性・年齢構成、家族構成、健康状態などについて 
 Aデイケアセンターを利用する高齢者（以下、Aとする）とBデイケアセンターを利用する高齢者
（以下、Bとする）では、性別、年齢、職業歴、家族構成、健康状態などについて、以下のような
特徴がみられた。 
①性別：全体では、男性が 3 割（10名）、女性 7 割（27名）である（表 1 ）。Bの方が、男性の利用
者の割合が多いのは夫婦で利用している利用者が比較的多いためと考えられる。 
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表１ 性別構成：人（％） 
 男性 女性 
A  1(7) 13(93) 
B  9(39) 14(61) 
全体計 10(27) 27(73) 
 
 
②年齢構成：全体では、74歳未満が10名、75歳～84歳が23名、85歳以上が 3 名である。最年少はA
の60歳（女性）で、最高齢者はBの94歳（女性）である。Aの方が全体として60歳代が多く、B
では80歳代が中心である（表 2 ）。 
 
表２ 性・年齢構成：人（％） 
  74 歳以下 75～84 歳 85 歳以上 
A 
男  0(  0)  1(  7)  0(  0) 
女  8(57)  5(36)  0(  0) 
小計  8(57)  6(43)  0(  0) 
B 
男  2(  9)  6(26)  1(  4) 
女  1(  4) 11(48)  2(  9) 
小計  3(13) 17(74)  3(13) 
全体計 11(30) 23(63)  4(11) 
 
③文字の読み書き：全体では、文字の読み書きが出来ない高齢者は約 9 割（32名）で、Bは全員が
読み書きができなかった。 
④結婚歴： 1 名を除いて36名が既婚者である。 
⑤職業歴：全体では、約 6 割（22名）が何らかの職業についている。Bの約 8 割が職業についてい
るが大半（男 7 名、女性の10名）は農業に従事してきている。Aでは 7 割の高齢者には職業経験
がない。 
⑥家族人数と家族構成：全体では構成員 5 ～ 7 名の二世代三世代家族が約 5 割で、既婚の子供と
の同居が 7 割以上である。ちなみに、2010年の高齢者統計では、65％が子供と同居しており、
家族人員が4.1人（2004年統計結果）となっている。しかし、センター利用者では、既婚の子供
との同居の割合は、Aは約 9 割（12名）でBは約 7 割と、Bのほうが同居の割合が低い。同居し
ている家族人数は、Bは 8 ～15名が約 4 割（ 8 名）を占めている。また、サンプル数が少ないの
で明確な特徴とはいえないが、Bの高齢者をとりまく家族構成の特徴としては、農村地域特有の
大家族のなかで暮らしているが、Aでは都市部における家族人員そのものの縮小化を指摘するこ
ネパール社会における「Sewa・コミュニティ」に関する一考察 
―デイケアセンターを利用する高齢者への質問紙調査から― 
 
- 55 -
とができる（表 3 ）。 
 
表３ 家族形態別家族人数：人（％） 
    1 人 2～4 人 5～7 人 8～10 人 11 人以上 
A 
単身  0(0)  0(  0)  0(  0)  0(0)  0(  0) 
夫婦のみ  0(0)  0(  0)  0(  0)  0(0)  0(  0) 
未婚の子ども  0(0)  2(14)  0(  0)  0(0)  0(  0) 
既婚の子ども  0(0)  4(29)  6(43)  1(7)  1(  7) 
その他  0(0)  0(  0)  0(  0)  0(0)  0(  0) 
小計  0(0)  6(43)  6(43)  1(7)  1(  7) 
B 
単身  1(4)  0(  0)  0(  0)  0(0)  0(  0) 
夫婦のみ  0(0)  2(  9)  0(  0)  0(0)  0(  0) 
未婚の子ども  0(0)  0(  0)  0(  0)  0(0)  0(  0) 
既婚の子ども  0(0)  1(  4)  9(39)  2(9)  7(30) 
その他  0(0)  0(  0)  1(  4)  0(0)  0(  0) 
小計  1(4)  3(13) 10(43)  2(9)  7(30) 
全体計  1(3)  9(24) 16(43)  3(8)  8(22) 
 
⑦親族関係：全体では 5 割が頻繁なつきあいをしているが、Aでは「行事の時だけ」「減少してい
る」を合わせると約 7 割となっている。Bでは逆に約 7 割が頻繁につきあっており、親族関係で
も地域的特質がみられる。今後、詳細な分析が必要ではあるが、ネパール社会の都市部では親族
関係が強いと指摘がされてきたがこの傾向が弱まり次第に変化していることが把握できる。 
⑧生計の担い手：対象者の多くが女性ということもあり、約 7 割が生計を担っていないと回答し
ており、地域差はみられない。現在収入ある活動に従事している者も、全体ではBの 2 名だけで
ある。 
⑨ 1 ヶ月の小遣い：全体では、小遣いの金額については「不明」が 4 割で、Aでは「1000ルピー以
上」が約 3 割、Bでは「500ルピー程度」が 2 割となっている。その小遣い源（複数回答）は、
「政府からの高齢者手当」が約 7 割、「同居している子供」が約 4 割である。Aでは「家賃収入」
という回答もあった。小遣いの使途（複数回答）で、最も多いのは、「食事」であり、次いで
「宗教行事」となっている。その他としては「薬」「寄付」にも使われている。2009年から増額
された高齢者手当（Old Age Allowance：60歳以上の寡婦および70歳以上の高齢者へ 1 ヶ月500ル
ピー支給）が、高齢者に支給されていることが想定できる。 
⑩健康状態：全体では、「健康である」「普通」という回答が 5 割強、「すぐれない」「病気がちで
ある」が 5 割弱である。こうした回答の傾向は、Aでは 6 割強が「すぐれない」「病気がちであ
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る」と回答し、Bでは「健康である」「普通」と回答した割合が 6 割強という、まったく正反対
の回答となっている（表 4 ）。Aでは喘息や心臓病などの慢性的疾患を理由にあげている高齢者
がみられた。 
 
表４ 健康状態：人（％） 
  
良好 普通 
少しすぐ
れない 
病気がち 
A 
男  0(  0)  0(  0)  1(  7)  0(  0) 
女  1(  7)  4(26)  5(36)  3(21) 
小計  1(  7)  4(26)  6(43)  3(21) 
B 
男  3(13)  3(13)  1(  4)  1(  4) 
女  4(17)  5(22)  5(22)  1(  4) 
小計  7(30)  8(35)  6(26)  2(  8) 
全体計  8(22) 12(32) 12(32)  5(14) 
 
⑪居住年数、所有形態：居住年数では、全体では「 5 年以内」が最も多く 2 割である。ただし、A
では「31～50年以内」が最も多く約 4 割であるのに対して、Bでは「 5 年以内」が最も高く 3 割
である。住居の所有形態をみると、「自分」もしくは「こども」となっており、Bでは「自分」
が約 7 割である。最近、都市近郊の農村地域では交通の利便性から、道路の拡張、舗装化、農
地の宅地化による不動産ブーム、新築ラッシュが始っており、その影響が考えられる。 
 
（２）日中の過ごし方（自由に使える時間、家庭内の役割、その満足度など） 
①自由時間の過ごし方：自由時間については、全体では、「一日中」と回答している高齢者が最も
多く約 5 割を占めている。地域的特徴はみられない。どのような過ごし方をしているのか（複
数回答）をみると、最も多いのは「友人・近所の人との会話」「宗教活動」となっている。Aで
は「テレビ」と「宗教的活動」がともに約 6 割、Bでは「友人・近所の人との会話」が約 7 割で
最も多く、次いで「散歩」「宗教的活動」となっており、地域的特徴がある（表 5 ）。 
  自由時間を過ごす場所では、全体では「自分の家」が最も高く 7 割、次いで「寺院」が 4 割
である。Aでは「自宅」が約 9 割、Bでは「自宅」は約 6 割とAよりもその割合は低い。次に多
い場所としては「近所の公園や広場」が約 4 割となっている。以上のことから、都市部の高齢
者は「自宅」で「テレビ」、「寺院」で「宗教的な活動」によって自由時間を過ごし、農村地域の
高齢者は「友人・近所の人との会話」を「自宅」や「近所の公園や広場」で、「寺院」で「宗教
的な活動」を行っているという地域的な特徴が読み取れる。都市部の高齢者の近隣関係の乏しさ
が垣間見える。      
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表５ 自由時間の過ごし方（３つまで）：人（％） 
  
テレビ 新聞 散歩 買い物 
子・孫
だらん
友人・
知人 
宗教活動
社会的 
奉仕 
何もして
いない 
A  9(64)  5(36)  5(36)  2(14)  4(29)  2(14)  9(64)  1(7)  2(14) 
B  4(17)  0( 0) 10(43)  2(  9)  6(26) 17(74) 10(43)  0(0)  7(30) 
全体計 13(35)  5(14) 15(41)  4(11) 10(27) 19(51) 19(51)  8(1)  9(24) 
 
 
②家族内での世話の実態や役割：全体では、家庭内で世話を受けている内容（複数回答）では、
「洗濯・掃除」「食事」などの家事全般にわたる（表 6 ）。家族関係についても、ほぼ全員が「良
好」と回答しており地域的差異はみられない。一方、家庭内の仕事（複数回答）をみると、全体
では「留守番」が最も多く 4 割であるが、次いで多いのは「特にない」が 4 割弱である。Aでは
「家事（洗濯・掃除・買物）」と「特にない」が共に約 4 割である。Bでは「留守番」が最も多く 
6 割、次いで「特にない」 3 割となっている。それら家庭内の仕事に対する満足度もA、Bとも
に約 9 割と高くなっている。家族関係も良好で、家族から家事全般の世話を受けるとともに、
都市部の高齢者は同居している息子夫婦は共働き、子供は学校というなかで「家事（洗濯・掃
除・買物）」を担っている。農村地域の高齢者は農民が多いこともあり、農繁期に畑に出ている
子供たちに代わって「留守番」するという役割を担っていることが特徴である。 
 
表６ 家庭内で受けている世話（3つまで）：人（％） 
  
食事 洗濯・掃除 経済的世話 身体介護 
何も受けて
いない 
A 13(93) 12(86)  7(50)  4(29)  1(7) 
B 19(83) 22(96) 14(61)  1(  4)  1(4) 
全体計 32(86) 34(92) 21(57)  5(14)  (5)2 
 
 
③コミュニティ活動への参加の実態：全体では、コミュニティの団体や集まりを現在持っていたり、
以前持っていて現在は参加していない者が約 5 割、まったくコミュニティの団体や集まりへの
参加の経験が無いとの回答も約 5 割となっている。高齢者が現在参加しているコミュニティの
団体や集まりの種類（複数回答）では、「宗教関係」や「女性の集まり」との回答が多い。参加
年数では「 5 年以内」が最も多く、最近になってからの参加ということが特徴である。参加経
緯は「友人や知人からすすめられた」ということである。これらについては地域的差異はみられ
ない。 
 こうしてみると、高齢者の多くは、自由時間を自宅でテレビを見て過ごす、宗教的な活動や友
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人・知人との会話や近隣関係も持ち、家庭内の役割を担っているが、コミュニティ活動は行って
いないといことが特徴ともいえる。 
 
（３）デイケアサービスの利用実態について 
 デイケアサービス利用の理由をみると、全体では利用理由（複数回答）は、「一日中一人になる
から」が最も多く約 9 割、次いで「他の人と話ができるから」が約 8 割である。Aでは「他の人と
話ができるから」が最も多く 9 割強、次いで「一日中一人になるから」が 9 割弱である。Bでは
「一日中一人になるから」が最も多く 9 割弱、次いで「他の人と話ができるから」 7 割強となって
いる（表 7 ）。参加年数をみると、Aでは「11年～15年」が最も多く 6 割強で開設当初からの利用
者が多い。Bは開設されて 3 年が経過しているので、その当初からの 3 年が最も多く 4 割弱であり、 
1 、 2 年の利用が 5 割となっている。利用回数をみると、全員が「毎日（土曜日を除く）」と回答
している。デイケアサービス内容で楽しいこと（複数回答）としては、「同じ参加者と会話や交
流」が最も多く約 9 割、次いで「宗教講話」で約 8 割となっている（表 8 ）。この回答には地域的
差異はない。利用満足度も高く、Aは全員が満足している。Bでは「満足」「やや満足している」が
約 8 割である。「やや満足」の意味としては、Bの 2 階ホールの狭さや雨季や寒い冬場に屋上が使
用できないことをあげており、今後の改善要望として回答する高齢者もいた。 
 
表７ デイケアセンター参加理由（３つまで）：人（％） 
  
日中一人になる 健康に良いから
他の人と話がで
きる 
友人にすすめら
れた 
家で何もするこ
とがない 
A 12(86)  0(  0) 13(93)  2(14)  5(36) 
B 20(87)  3(13) 17(74)  2(  9) 10(43) 
全体計 32(86)  3(  8) 30(81)  4(11) 15(41) 
 
表８ デイケアで楽しいこと（３つまで）：人（％） 
  参加者との会話 スタッフとの会話 ヨガ 宗教講話 食事 
A 12(86)  1(  7)  9(64) 13(93)  2(14) 
B 21(91)  4(17)  4(17) 17(74)  7(30) 
全体計 33(89)  5(14) 13(35) 30(81)  9(24) 
 
 
（４）世話について（世話の経験、将来の希望） 
 全体として、配偶者、配偶者の親、自分の親、親族などの世話の経験がある人は約 7 割である。
若干Aのほうがその割合は低いものの地域的差異はみられない。世話の対象、世話の内容、世話の
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期間、大変だったことについては、配偶者の親への家事全般、マッサージ、トイレ、入浴という回
答が多かった。その世話の理由については、最も多いのは「家族として当然だから」で 8 割強、
次いで「宗教の教え」が 5 割弱となっている。寝たきりや介護が必要になった時に世話を受けた
い場所については、全体としては最も多いのは「自宅」で約 7 割である。次いで多いのは、「病
院」で 1 割強となっている。Aでは「病院」が約 3 割となっている。「老人ホーム」を回答した高
齢者はいなかった。世話は誰れがしてくれるのかについては、最も多いのは「息子」約 6 割、次
いで「嫁」約 5 割、「別居の娘」約 4 割となっている（表 9 ）。この回答にも地域的差異はない。
ネパール社会では、息子夫婦との同居が大半であることから、それは当然の回答でもある。 
 
表９ 世話は誰がしてくれるか（３つまで）：人（％） 
  配偶者 息子 同居の娘 別居の娘 嫁 孫 
A  3(21)  8(57)  4(29)  6(43)  7(50)  2(14) 
B  5(22) 14(61)  0(  0)  9(39) 10(43)  4(17) 
全体計  8(22) 22(59) 15(41) 15(41) 17(46)  6(16) 
 
 コミュニティ内での高齢者の世話に関するエピソードについては、「ない」との回答が大半であ
るが、7 名の高齢者が以下のようなエピソードを語ってくれた。「近所で火事になった時に助けた」
「高齢者が家族との関係が悪くて淋しくて泣いているのをよく見かけていた」「近所の道路に身寄り
のない高齢者がいた」「自分が住んでいた村では生活に困った高齢者がいる場所があり、そこに
行って食事や水を与えていた」「辛い思い出があるので話したくない」（ 2 名）、「将来に不安を
持っていた高齢者の話し相手をしたことがある」「病気をしていた高齢者の世話をした」というエ
ピソードには、コミュニティで生活する高齢者がおかれている厳しい側面が推察できる。 
 
（５）生活上の悩みや困ったこと、嬉しいこと、生活の支え、これまでの自分の人生への思い、現
在の幸福感 
 全体では、7 割の高齢者が「生活上で困ったことはない」と回答しているものの、自由回答から
は「健康」の問題の悩みを抱えていることが語られている。生活上での嬉しいことや楽しいことは、
「家族」が 5 割弱、「宗教や宗教的なこと」が 4 割弱、「団体や集まり」が約 2 割となっている。生
活の支えでは、「家族」6 割弱、「宗教や宗教的なこと」3 割弱、「友人や知人」1 割強となっている。
これまでの自分の人生への思いは、「とても幸せ」7 割強、「やや幸せ」、「普通」を併せると 8 割を
超え、不幸せと思っている高齢者はいないという結果である。現在の幸福感については、「とても
幸せ」が 8 割弱を占めているが、「やや不幸せ」（Bの 1 名）「不幸せ」（Aの 2 名）である。理由と
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しては、「家の環境」「経済的に苦しい」「体の具合が悪い」という理由である。全体的には、デイ
ケアセンターを利用している高齢者は、家族や友人、宗教を支えに、これまでの人生、現在の生活
への幸福感が高いことが、質問紙調査から把握できる。 
 
（６）自由回答から 
 高齢者の中には「前から自由にどこへでも行っていた。今も年金をもらっているので経済的には
心配ない」との回答もある一方で、次のような高齢化問題が語られている。「持病がなければ幸せ」
「めまいや頭痛がある」「糖尿病などで辛い」「足が痛い」といった健康上の問題、「同居している娘
が皿洗い・洗濯などして働いているが経済的に苦しい。娘が 4 人、息子が一人いるが、一緒に住
んでいる娘以外は、めったに会っていない」「同居している子供とは仲が良いが別居している息子
と仲が悪い」「財産はすべて孫たちのもの、家では食べ物をたのめない、ここ（デイケアセン
ター）でのおやつを少し持ち帰る」「息子が35歳になるが結婚していない」「息子家族は古い家に
住み、自分たちは新築の家。お嫁さんが何でもしてくれる。しかし、食事の時のみ息子の家に食べ
に行く」といった家族関係、「自分が住んでいる地域のこどもたちは高齢者を尊敬したり世話しな
いようになった」「家にいると近所の人からいろいろな（聞きたくない）話を聞くのが嫌。ここ
（デイケアセンター）に来ると宗教の話などが聞けて嬉しい」。統計的には捉えきれない、高齢期に
抱える経済状態、健康、家族、地域との関わりから生じる諸問題や状況が個別的かつ具体的に表明
されている。 
 
４，考察とまとめ 
 
 ネパール社会では、着実に高齢化が進んでいる。2010年の国勢調査によると、60歳以上の高齢
者は250万人（全人口は2660万人）、平均寿命も67歳（男性65歳、女性69歳：2009年）と上昇傾向
にある。とりわけ、急速な人口集中が始まったこの10年間における都市部とその周辺地域では、
核家族化、コミュニティの変化との関連で、家族による高齢者の扶養や世話の減退、高齢者の孤独
化、経済的問題が指摘されている。こうした指摘について、本調査結果から検証できたことを整理
してみよう。 
 第 1 は、デイケアセンターを利用している高齢者の年齢構成をみると、全体としては75歳以上
が中心である。デイケアセンターは60歳以上が利用できることになっているが、都市地域のAでは
比較的60歳代の利用者が多いのに対して、農村地域のBでは80歳代の高齢者が中心であった。まさ
に地域差が見られたことである。都市地域にあるAの高齢者は、早くから家族・家族や地域での役
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割から離れた高齢者が利用していると考えられる。農村地域にあるBの高齢者は、77歳の「歳祝い
の儀礼」（ジャンク）までは家族・家庭や地域での役割がありその年齢を超えた80歳代の高齢者が
利用しているということである。デイケアセンターを利用している年齢構成から、地域、民族、慣
習の違いがあることが考察できる。 
 第 2 は、高齢者の自由時間の過ごし方として、都市部の高齢者は「自宅」で「テレビ」、「寺
院」で「宗教的な活動」によって自由時間を過ごし、農村地域の高齢者は「友人・近所の人との会
話」は「自宅」や「近所の公園や広場」で、「寺院」では「宗教的な活動」を行っているという地
域的な特徴が読み取れる。都市部の高齢者の近隣関係の乏しさが伺える。自由時間を使ってコミュ
ニティ活動をしている高齢者も少ない。 
 第 3 は、デイケアセンター利用の理由が「（自宅にいると）一日中一人になるから」「他の人と
話ができるから」との回答が多く、その理由の背景に、潜在的な「孤立化」を読み取ることができ
よう。Bは農村地域にあるため同居している家族は農作業や学校に、都市地域にあるAでは、同居
している子供夫婦は共働きや学校に行くということから自宅では「一人になる」ことや、子供夫婦
や孫との会話の減少がみえてくる。また、Bの高齢者は、ネワール族の慣習から第一回目の歳祝い
の儀礼を終えた人は家庭や地域の役割から解放されるため日中は何もしなくてよい（慣習的にでき
なくなる）とされている。つまりデイケアセンターを利用することは孤立化予防ともいえよう。 
 第 4 は、デイケアセンターを利用している高齢者のほとんどが、体調が悪いときを除いて毎日
（休日の土曜以外）利用しており、利用満足度は高いことである。その理由には「同じ参加者との
会話や交流」「宗教講話」をあげている。また、自由回答には、デイケアセンターを利用するよう
になり、生活のリズムができた、宗教の話を聞くことによって嫁の家事の仕方や家族への不平不満
が少なくなった、健康になった、などがあげられている。午前11時～午後 3 時という時間帯では
あるが、宗教の歌をうたうことや宗教の講話、参加者同士の交流やボランティアとの関わりが繰り
広げられているデイケアセンターは、利用している高齢者にとっては高齢期を活き活きと過ごすた
めの「場」（Sewaの場）という存在になっていることがいえるだろう。 
 第 5 は、家族から「洗濯・掃除」「食事」などの家事全般の世話を受けており、それらの世話に
ついての満足度も高いことである。家庭内の役割も、Aは家事的なもの、Bは留守番といった役割
の違いはあるものの、それらの役割についても満足度は高い。また、家族や友人、宗教を支えに、
これまでの人生、現在の生活への幸福感が高い。このような満足感や人生への幸福感の高さは、
「Sewaの場」が展開されているデイケアセンターを利用することで高くなっているのか、家族関係
が安定している高齢者、宗教的な信仰による支えを持ち、人生への満足感や幸福感が高い高齢者が
利用していることによるのか、個別的で具体的な調査研究による検証が必要である。 
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 また、A、Bともに、利用している高齢者は、利用登録している全体の中でも固定化しているこ
と、AもBも定期的な利用者は利用登録者の 3 分の一であることを考慮しなければならない。健康
上の理由で利用を中止した高齢者もいるとのことであるが、数回来てその後行事以外は利用してい
ない高齢者も多いとのことである。このような高齢者にとって、デイケアセンターがどのような存
在であるのかの検証も必要である。 
 とはいえ、今回の調査結果は、家族・家庭、地域におけるSewa機能の衰退がすすみ、デイケア
センターのようなその機能を代替する場の必要性が増していること、つまり「Sewaの場」がおお
きく変容しつつあることが示唆された。しかも、回答内容からはデイケアセンターが単にこれまで
の家族・家庭、地域などの「Sewaの場」の代替的なものとしてではなく、ネパール社会がこれま
で経験したことのない高齢化社会における高齢者の新たな「Sewaの場」がつくられつつあること、
そして今後はさらにそれらが必要とされることを知ることができる。また、予想以上に多くのボラ
ンティアや寄付などを通した支援者がデイケアセンターを支えていることは、今後のネパールにお
けるこうした施設の可能性も示唆しており、「Sewaの場」の変容を前向きに捉える視点が必要であ
ることも示している。 
 ネパール政府ばかりでなく政府への圧力団体でもある民間の非営利組織（高齢者ネットワーク）
では、高齢者の尊厳、権利保護、ケアの重要性を保証する法制度の着実な実行はもとより、家族や
地域のなかに高齢者のケアを再構築することを強調している。その論調の延長線上で、かつ、ネ
パール社会の文化や宗教観、社会的慣習との融合としてデイケアセンターが位置づけられるとした
ら、デイケアセンターの今後の展開はどうなるだろうか。 
 また、社会や経済のグローバル化のなかで市場主義的観点から株式会社が「専門スタッフによる
専門的なサービスを提供するため有料で行いたい」という考えのもとで運営するデイケアセンター
が出現していることとも相まって、今後のデイケアセンターの社会的位置づけについては目が離せ
ない。ネパール独自のSewa・コミュニティの展開に関するさらなる実証的研究が重要である。 
 
＜注＞ 
注 1  Sewaとは、子どもや親の世話、介護、介添え、神への奉仕・献身、一般人の社会的奉仕と
いう意味で使われる言葉（サンスクリット語起源と言われる）。本研究では、ひとの生・老・
病・死に至るプロセスにおける世話（扶養や介護）、配慮、儀礼などの私的な行為から相互扶助
的で社会的かつ宗教的な意味を含むかかわりまでが展開される場を「Sewaの場」と呼んでいる。 
注 2  「住宅地にデイケアを設立」（Nepal Smachr Patra:09.25.2012）、「ネパールは60歳を超えてい
る人が250万人」（Rastriya Samachar Samiti：30.09.2012） 
ネパール社会における「Sewa・コミュニティ」に関する一考察 
―デイケアセンターを利用する高齢者への質問紙調査から― 
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注 3  Aデイケアセンターを定期的に利用している高齢者は50～60名であるとのことだが、調査期
間中はお祭りの準備や後片付けなどによりアンケート調査回答者は 2 割程度になった。Bデイケ
アセンターでは定期的に利用している高齢者は30～32名とのことで 7 割の回答者である。 
注 4  ネパールでは、政府によるデイケアセンターに関する詳細なデータがない。2012年 3 月、
ネパール訪問時に、YロータリークラブよりBデイケアセンターを紹介され、Bデイケアセンター
より、Aデイケアセンターを紹介された。Aデイケアセンターには2012年 3 月11日、Bデイケア
センターには 3 月 5 日訪問し設立経緯、デイケアセンターの実態について聞き取り調査を行っ
た。Jestha Nagarika Diwa Sewa  Kendra Mahila Samuha、Boudha Vihar Jestha Nagarik Day Care 
Centerのご協力をいただいた。記してお礼を申し上げたい。 
注 5  ネパールの識字率は平均で59.1％（男性（72％）、女性（46.9％）: 2009年）とされる。『世
界の統計2012』(総務省統計局) 
注 6  質問紙調査実施にあたっては、通訳も含めて、NECRI（ネパール環境文化研究所）のアルニ・
バジュラチャルエさん、アルチョナ・バジュラチャルエさんとパタン大学生に協力いただいた。 
注 7  ネパールでは、宗教的に、新月、半月、満月そして毎月 1 日には寺院に集まる人びとを礼
拝者という。 
注 8  Bデイケアセンター責任者の話（2012年 3 月 5 日訪問） 
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